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鳥取県沖合におけるズワイガニ保護礁と
底生生物群集の観察

1990年10月に鳥取県沖合の水深220－239m の海城で，｢しんかい2000」および 厂ド

ルフィン３ＫＪ を用い，ズワイガニ保籐礁の設・ 状況と周辺海域の・ 生生物群集に

ついて観察を行った。その結果，次の知見が得られた。

(1)海底のコンクリートブロック( ５×５×５ｍ) は，接地面がが約30～40cm 埋没

しているが破損等はなく正常であった｡

(2ぱ ワイガニは，単体で海底に定塵しているか分布密度は低い。各歩脚の指節部は

底泥に埋没しているが，逃避行動から歩行速度は速いことが視認された。

(3贍 生生勧は，ズワイガニの他魚類，ヤドカリ類，巻貝頚，ヒトデ類およびイソギ

ンチャク類が観察されたが，クモヒトデ類は全域に高密度に分布しており隈占種と

みられる。

(4)キュウリエソは200m 以深に多く出呪するが，遊泳する群と，海庭直上に靜止し

底泥を突つく群が観察された。遊泳方向は不規則で41体で行動する。海底直上の個

体は，クモヒトデ順に捕食されるシーンが数多く観察された。

Ecological  Observations of the Snow  crab (Chionoecetes opilio)

Conservation  Reef  and Macrobenthic  animals  Communities  in

the  Sea off TOTTOEl  Prefecture.

Keiji KOBAYASHI  *3 Kohji  NAGAl  **

The  conditions of a snow  crab conservation area established off the cost of

TOTTORI  Prcf. at a depth of 220 to 239m  were examined and macrobenthje

animals Communities  around this arc were observed in October, 1990 by us-

ing "SH1NKA1  2W0"  and "DOLPHIN  3K'＼ As  a result, Jhe following facts

were  found out.

(1) Although  concrete block (Sx  Sx  Sin) located on the bottom of the sea

were  buried at the surface in contact with the ground by about 30 ―40cm,

they were kept in a normal state without suffering from any damage.

{2) Each snow  crab settled down  alone on the bottom of the sea, though the

distribution density was low The  dactylpoditc of cach ambulatory leg of a
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snow  cr*b  wu  buried  in (he ground  However  it was  cnfinned  through

observation that snow  crab could walk fust in escaping,

(3) Other mocrobenthic  animals, pfeces other than soow  crab, hcrmil  crab,

soM,  star fish and tea anemone  were observed. Brittle star, which  were dis≪

tribured ot o high density oil over ihe area, were seemingly the dominant  spe-

cies.

(4) Peartstdes, which were  frequency  observed at a depth of 200m  or more,

were  classified into swimming  ones and  those staying on the bottom  of the

sea while pecking the seabed mud.  The  direction of the swimming  was irregu-

lar and each individual acted separately.

It was  frequently observed that individuals immediately  above  the bottom

of the soa were preyed upon by brittle ttan.

１．はじめに

ズワイガニChimoteettt ofiili,・はクモガニ 矜Ｍ●･

jidat Iこ属する冷水性の大・ 観で．日本海のほか

オホーツク海，ベ ーリング海，北部太平洋および

北都大酉洋等の中 寓緯度海域に広く分布して い

る．

日本海では皰登半島以齊の日本海簡宙海峨に多

く生息し．主竇な生輿域は水漾2（x）－450．,前後の

随褊斜面に沿ウで帯状に追なり．この海域の戚曳

轜漁業 の重要な賢源である．特に北陸地方で は

「エチゼンガニ」，山晧亀方では「マツバガニ」と

呼ぱれ，古くからこ れらの地方の代表的な幹産品

として重視されてきた．

鳥取県 のズワイガニ漁業は，隠岐鳥周辺の陛枷

縁辺台地が主漁場で，沖合雌曳綢 り そう曳）で

抑.授きれている．

日本海における本植の岨獲量は.1qs7 年頃から

急激に坿大したが，その妛1娟よ漁擾分力の増加に

よる ものと崔導きれる．し かし1963 年以降伸びは

停滞し，単位分力当たりの漁狸暈の減少，直援物

の小型化等によって資源の減少傾向 が懸念され

た．1966 年以陵漁餓鵞は魯速に緘少した．このよ

うな経遇 を鳥取県の ズワイガニ洫擢量の揃移でみ

ると, 1952 年に1.121 トンであった が1963年には

s.280 トンで最商を示した．その扱次第に覦少し

始め1990 年には僅 か3a2トンが漁獲されたに過ぎ

ない．

ズワ,イガニの資源保巓は，その縄済的 な啾翦性

から，ｕ本海内南海域では19s5 乍に麗林省令によ

る漁擾規剛が行われている． また漁業者による應

擾自主規制， きらに近年漁穫量の急激な減少にと

もない他海域からの移蛤放流，愈礁設置による保

譏区域の設定等の串業が行 われて 專た． 鳥取県で

は. 197* 年からl魴7苹に沈鉛，コンクリートブロ

ックによる保餓鬯の設置, 1984 年から1986平に在

来賢源への添加を目的に大和塩漁場からの穆殖放

流を行い責源の回筏を闊ウたが， 及在のところ漁

獲以の圖復傾向 は誌められていない．

今回の「しんかい加00 」によるズワイガニ保護

礁の潜航爾査は，1981 年鳥取県長尾鼻沖に設置さ

れたコン クリートブロック礁で，このような深海

の泥質海底に設皿する賦みは初めてであり，保謾

羲の効果を枕肘するため，沈設後の状況．閥辺海

城の底生生魯群集について生態奴察を行うｌ 的で

実施した． その結果 ２， ３の知見がi蔕られたので

報告する．

２．謫寰方洫

調査 海峨は， 鳥取 県 長尾 鼻沖 釣30km （水深

240●）で， この海域は1979 年から1987 年 の問に

99トン型釧船魚礁10隻，５ｍ 角盥コンクリートブ

ロ ーｙク魚礁173佃の設置， および1984 年から198G

年に大和堆漁場 からズワイガニ雌74,168 碪，雄

23､77014 の移嫡放颪を行い，1984 年にズワイガニ

の保鏝区域（2 ×21!U ）として耕定された海破で

ある（間り ．

興査対象海域の榊航位置． 麟査コースは母船

「なつ しま」による海底地形調査に より行われ，

ｒしんかい2｛XX｝Jの第S07潜航として1990年10月10



３．結果および考察

S-1 灑魴皿耋の概萋

ｒしんかい20（xs）･こよる諸首●査の觀要1よja下の

とおりである．

榊 航 日:1990 年10月10日（鄒507櫓航）

榊 航 地 点 ： 鳥 取 県 長 尾 鼻it  35‘49.20N ．

1331s9.ａ）E

i將艫時刻:1 郤粹4 分－13畤43 分

磯航時 祠：３畤胃19 分

潜航深度：最大匍度227ｓ｛22c～227・｝

海嶌ﾐ状況：天鮠Ｂｃ. 風向ＮＮＥ。風力 ４．波浪

３．うねり２，視槽８屁

海 底 状況 ：雌 貿逧， 旄 内流遮220 度 方向 へ

ｅ．ｓ 軋．観櫂３・

潜航海域は隠岐鳥の南東で徴底地形はla鱚１ラ

フの廁酉飼に広く発達したゆるやかな平坦瀰で．

大腿捌の外縁は朿酉に仲ぴ海底勾配は茜から東方

肉に曝くなる｛欄媾・11j本，19 脯｝．海麾は泥賈

で．詼圃はシルト狄の泥に孤われ飴物の桑穴や這

い跡．底曳網の曳網跡姉が鰛察された.

『しんかい2000』の航跡闖を闖２に示した．潜航

躙査は. 101951 分に水深2匐alの地点に瑞底した．

●底餤は目観賎察と記釶暃影を行いながら北方向

へ航走した．饂戚畔刻は13時31 分で水深2z?・ の

地虫 で雌喩し た．海底での観察時 間は２時岡10

分，譛航距蘿は贋２から?Sa。であった．こ の同

・紬点 でゴングIJ－トプロ ．夕礁を観纛したが．

調査の前日（10J）8日）に台風21号が接近ａ 遇し

たためか，海底の構佃距癨は３．で飼嬢条件は必

ずしも良くなかウた．

3-2 海虞の環境

潜航海域の水温およぴ塩分をＳＴＤで配録Ｌた．

寰圈(水渭３ｍ)の 水楓は19.05℃，塩分は34.95‰

であ．たが．水深？ｸｎ- の着城虞では水心1.50'Ｃ.

塩分は3･.30%･ が記餓された．水鑠ＺＳ －ZX71s の

僻鮟l・の水温および塩分は． 水温1.40－1.50℃，

塩分は33.81－34.ｗ４-の輒川であウた.

ＸＢＴによる水温の垂直分宙を圃３に示した．

御底の温度豪件は底生生物の分布に咀萋な意味を

もっ ものと考えられるが，海底の此温と底覗海水

の温度との関係Sこついて. ¶11喰抻の日本海の爾査

耕果から非常に寓い佃関関侮を哂すことが匍られ

咄 １　 鳥 取 県 仲 の 鼻 龜 地 形 と 潜 航 位 皿 躙 矢 印 は 潜 航 場

所 を ボ ず

Fil l　BSi ｙ●●1ｒic 心ａｆｌ ●f lhe ｓ●ａ ｏｆｆ ＴＯＴＴＯＲＩ

Ｐずｅ●●ｃtｌｌｔ、

Ａ・ ●Iloｗ sｂｏｗ● ibe diｙlagloe ●Ｕｏａ.

ｎに実施 された．

飼査は，1981 年に沈設 されたコンタリートプロ

・ ク礁 （Ｓｘ Ｓｘ ５ｍＦＰ魚礁） の設 置とズワイ

ガニの生息状況． および周辺 海域の底生生物 群集

の生息 状況を． 目蛻お よび船外 ステレ オカメラ，

船内 スチ ルカ メラで撮彫し． きらに潜航中は舶 外

ビデ オカメラで 瀘緕録肖 を行･．た．

底ｉ 生物 の覬 察は， 本 調査 の事 前調査 と して

1990 年10 月２日に吋嶐滷で 行われた ｒド ルフィン

3K 」 の榊航戮彫記鰍を慘せ用い た． またiよ肋 船

第 １鳥取 九（147.87 ト ン）を川い【･･】海域で 採築し

たクモヒトデSj! ， キａ ウリェソの惘 休測定 を行

い 体賛組成を求 めた． クモヒトデＳ癶は1990 年10

月22n ，35 °49.20N ・ 133゙ S6.６０Ｅ、 水深220 ●. キ

ａ ウ リ ェ ソ は1991 年 ４ 月Z3 日，36‘01.06N ・

133‘48.96E. 水深206 －２ｎ ｍの鳩所でそ れぞ れ採

集した．

環墳 調査 は， 水温の垂r改分 布をxBT 装皿，・

度別 の水温・塩分 をＳＴＤ 而 定器で 記銀 した． こ

れらの資料 と ｒしんかいaX ）O
亅
の航輅 記録から 嗣

査海域の底穴， ゴング･1 －1･ ブロ ック龜の沈設状

況， ズワイガニ のｔ 亂状況および周辺 海域の底叱

生物詐傘について倹討 した．



図 ２ 「し ん か い2000 」 第507 潜 航 の 航 跡 図

1 ｛ ｝O:513 着 底 地 点 ， 水 簾220m.

2  <11 :04 ）

3 01:18 ） 人 工 礁 視 聴 ， 水 糠Z26 蔔，

４ （Ｕ ：３８） 人 工 礁 視 聴 ， 水 裸227si.

5 02:a2 ） Åｺﾆ 世 視 聴 ， 水 深Z26 ・.

6  <12:IS ） 人 工 聡 視 認 ， 水 裸226 ・ ，

7 02: 翻

8 03:OI ） クモ ヒ ト デ ￥. の 榊 食 行 動 観 察 ．

（13:31 ） 鴪 底 ， 水 深227 ．.

Ｕ は 時 刻 を 示 す 。

Fig.  Z　The  track line 01 dive 9 ）?of  the submersible

‘･SHINKA1 2000 ’`.

1  (10:51 ）LsndinS pcinl, depth 220f･.

3 01:18 ） －6 （12 : 19 ）Obs ｅrｖalional

locations ｏｆ ｅｏｌｓｅr･ａｌｉｏｎ rｅｅｌ.del 】lb 226 ～

227m.

皀 （13 : 01 ） Ｏｂａｅrｙａtｉｏｎｓ on ｐredalia 酋b ・･

ha､iar  of  the  brittle star.

03:31 ） Ｔａｋｅ-olf plinl. deplh 227ni･

｛ildicat ｅ tｉｍｅ｝.

ている（池原 一片山 一有・ ，1987）。調査海域の

200．以深の水温は2 ’Ｃ以下の冷温を示し，日本

海固有冷水域の特徴（水産庁，19?2）を示してい

るものと推知された。

塩分濃皮は，表層に比べ底屑で若干低くなる傾

向がみられた。 また図 ２に示 す着底点 （水深

220m ）で34.30‰, St. 2 (水深224m) で34.12 ‰，

St. 3 （水 深226・） で34.06 ‰，ｓt.4-8｛水 深

225.5-226.5m) では34.03－34.05 ‰と海底の塩

分濃皮は北方域で低くなる傾|匈を示している。

底質は。目視観察による「しんかい2000」翁底

時の底泥のまい上りから，海底表面はシルト状の

2司

図３　 潜航海域の ＸＢＴ による水温の垂直分布

1990.10.10 （09:2 匐

35*49.12K,  133 °59.２?E

Fig. ３　Vertical distribution ef the ｗalcr temperature

aUhe diving erea using ＸＢＴ.

1990.10.10 （09 : 衂

35*49.12N.  133 °59.27Ｅ

泥貿堆戡物に広く覆われていることが類推される

が，コンクリートブロック礁の沈設状況から擺察

すると，海底の屁質はそれほど軟弱な地盤でない

ものと判断された。

3-3 人工礁の設置状況

潜 航海域に畝置されているズワイガニ保護翩

は， ５× ５×５ｍの角型fコンタリートプロ 。ク

（以下，人工礁とい う）で，全航走中４地点で沈

設か視認された （図２）。 沈設状況は４地点とも

１段で。目視の結果破損および滑動等はないもの

と判断されたが，人工碓の底面の梁部分が理没し

ていることから，接地面は30 －40ｔｍ（魚礁設黯

標準図から梁の厚 き35c●）程度埋没しているも

のと判断される。こ れは海底表面に広く堆積して

いるシルト状の泥の厚さを示唆するものと考えら

れる。

人工巵の周辺は底曳網の曳網跡が欖鯰され，切

断されたロープ，かご網等の漁具類か散在し，一

部は人工礁に絡まっているものが観察された。

生籾の付着お よびい集は，人工礁の柱の下都

（接地齠から約1/3の高さまで）および底面の梁部

分に，イソギンチャク類，ウミシダ類および巻貝

（バイ類）の卵の う等の付着が観察された。人工

碓の周囲には，キュウリヱソ，エビ類およびヤド

カリ類のい集が観察された。

図２に示した４地点の人工礁の特嗷的な性状は

以下のとおりである。

sl.3 ｛水深226●｝: 底面の梁部が埋没 し，切

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH  (1991)



断されたロープ の一郎が上部梁に絡まる。イソギ

ンチ ャク砂｡ウミシダSp. iSよびバイ飢の卯のう

の付着がみられたが。特にイソギンチャク 枦｡が

多い。周頤にはキａ ウリェ ソ， ヤドカリ 菷｡のい

象が観察された。

St.4 （水深227m ）: 人工礁 の周辺に切断され

たロープが多く散在し，一都が絡まる。

st. 5 ( 水深226m ）: 接地面が'40―50cm 埋没し

多少傾く。かご絹及びロープが絡まる。付着生物

はｓL3 に比べ少ない。周囲にイソギンチ ャク

蹐， ヤドカリ鴣 およびエ ヅチａ ウバイが観察さ

れた。 またイソギンチャク枦｡がキュウリェソを

捕食（尾那がイソギンチ ャクの口部から露出）し

ているのが視昭された。

sl.6 （水深226m ）: 視界不良で詳細は観察で

きなかったが壗没の状況はsi. 3と岡様であった。

人工礁の設皿については，洗搨，埋没および沈

下等で魚礁機能を失わないよう。沈設後も餓や流

れ等の外力に対して安定していなけれぱならない

ことが指摘されている（上北，1987）。

ズワイガニ保該礁は，底曳網の漁獲努力を物理

的に制限することが，直接的な目的であり，目視

製察の結采から判断すると。保謾礁の機能は充分

に果たされていることが示唆された。

人工礁の設置によるズワイガニの増碕効果につ

いて，かご綱操業試験および水中探査機（Ｂ立造

船KK.  Hi-ROV) による観察等を実施している

（永非・倉長，1990）。ズワイガニの積極的な増殖

を図 るためには，人工礁を多目的に活用させる必

要がある。人工礁の股置による凍境の賢化につい

て，ズワイガニの行助特性とすみ場の問越，競合

生物や餌科生物のい集等人工匙の構造や食勧連鎖

との関係を明らかにしなければならない。

3-4 ズワイガニの生息状況

今回の潜航調査で，企航走中にズワイガニ８尾

が視認された。このうち３尾は幼型（クモヒトデ

碵｡の盤径から甲帽２，３ｃｍと推定）で，成体ガ

ニは。定座の姿勢及ぴ鋏脚の形態から雌ガニと判

断された。「ドルフィン３ＫＪ の録画記餓 からは

幼型ガニ２尾と虞体ガニ ４尾が観察された。この

うちｌ尾をマニピａレータで採取した。採取個体

は抱卵雌で。外仔卵の色調から初産卵ガニと判断
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された。

海底 のズワイガニは，単体で歩耨の先端部（指

節）は壇没しているが，參脚を立て腹部を底泥か

ら離す姿勢で定廈する個体と。歩脚を仲ばし背甲

鈴は露出しているが他の部位は廣泥に壇 まうた姿

勢を示す個体が観察された。

このような定座の姿勢は，水槽飼育で も観察さ

れた（小林，1983 ）。水槽飼育の例では，前者は

雌の抱卵個体で，歩脚を立て腹部を水槽底から持

ち上げているが，鍜部の外仔卵を保疸するためこ

のような姿勢を保っているものと考えられる。後

者は雄で，水槽飼育では歩脚を伸ばし贏郎は水槽

底に接している。成体の雌雄による定座の姿勢の

違いは，海底で も同じ意義をもつ ものと頬推され

る。また海底では，通常は底泥上に単体で定座し

ており，潛水船の照明等に刺激され逃避するよう

な行助は示さないが，採集器凡等が直上に接近す

ると棄早い反応を示した。 歩行速度は，逃避行動

からみるとかなり遠く，歩脚は威泥に壇まること

なく表面を走り逃げ去る個体が観察された。この

ような歩行助作の観察は，これまでの水槽飼青で

は知られなかった貴皿な記録である。同一空間で

生活する他の生物との関係は，幼型および成体雌

がイソギンチャク類の側近で甲般峻峰郎を接する

ような姿勢で定座する個体が。しばしば観察され

た。

ズワイガニの分布については，成長攻防 や生活

周刈で生活峨が異なり移動する。未成体では。着

定後成長にともない浅い水深帶（水深200m 前後）

へ移動する。朱成体では，着腹後成長にともない

浅い水攤帯（水深200m 前後）へ移動する。また

成体は，交尾期以外の雌雄は生活域のすみ分けが

みられ，雌は水&200 ～284）ｍの比較的浅い水深帝

に集中分布するが，雄は水深2SO～匐Oｓ以深で雌

に比べ深い水葎帯に分散し分布することが，当調

査海域で行われた剽査結果から知られている（小

林，1989）。

潜航海域は，底曳網の操業記録等によると雌

（親ガニ）の多援されている漁鳩であるが（小林｡

1989），今回の潜航飼査では。 人工嘸の周辺でズ

ワイガニの分布密度がとくに寓くなるような傾向

は観察されなかった。
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3-5 庭 生 生 物 群 集

今 回 の 譛 航 調 査 で 視 認 さ れ た 大 型 の 表 在 動 物

は ， 魚 類 ？'isces で は ， サ ラ サ ガ ジDavidijo ㎡ａ･･Iff

μ ㎡lil･lｓ･ ・ ゲ ン グ 捌 Ｚ，ｌ,tidg 。 ゲ ン グ 舮･ ， ヒ ト デ

類Asteroidea の フ サ ト ゲ ニ チ リ ン ヒ ト デCrossas-

jgｒμz鈔 ｓlgs ・ ス ナ イ ト マ キ ＱＩ。ｏｄｉｓEllsais 芦11･･ｓ，

ク モ ヒ ト デ 韻 ０帥ill 匐・ ｓ ク モ ヒ ト デ 枦･ ・ オ キ ノ

テ ヅ ル モ ヅ ル Ｇ四 ・lg 啣al･･s
 caryi. ウ

ミ シ ダ 煩

Ｃｓlali･lijla ウ ミ シ ダ 箏 ， 甲 殻 類 Ｃ,llslacl・ で は ，

ズ ワ イ ガ ニCll 緬 － ｃ，j，ｓ ボ 向 ・ モ ロ ト ゲ フ カ エ ビ

戸ｉ･･ｄａｌ￥ｓiｓJ‘ａ脚Ilicl ・ ヤ ド カ り 顛 凡ljjlnls ヤ ド カ

リ ￥･ ， 頭 足 類Cephfltofioda で は ， ミ ズ ダ コ ＆, ｇ･

呻･･sd 咽 ａ'･ii dqμgj･･j， 腹 足 類 Ｑ ｓf,吶 汕l で は ， エ

ッ チ ａ ウ バ イII, ｃｄ,sⅢｌ sl？iafissi。lll跚 ， ウ ミ エ ラ

類 戸・,･lall,ｌａＥｓ ウ ミ エ ラj 夕｡， イ ソ ギ ン チ ャ ク 類

Actiniaria の ダ ー リ ア イ ソ ギ ン チ ャ ク £
■ipanema

ｓ･･11janlis と イ ソ ギ ン チ ャ ク 枦｡ 等 が 視 認 さ れ た 。

こ れ ら は ， い ず れ もEI 氷 海 西 南 海 域 の 底 曳 網 漁 場

で 従 来 か ら 分 布 が 靼 認 さ れ て い た 瞿 頸 で あ る( 日

本 海 区 水 産 研 究 所 ほ か ，1960) 。 視 認 さ れ た 表 在

鸚 物 の う ち 量 的 に 多 い の は ， ク モ ヒ ト デ
幼｡ ， ヤ

ド カ リ 砂｡ お よ び イ ソ ギ ン チ ャ ク ゆ｡ の ３ 稙 で あ

る 。 こ の 中 で ク モ ヒ ト デ 邨｡ は ， 潜 航 海 域 の 全 域

に 分 布 が 見 ら れ 量 的 に も 圧 倒 的 に 多 く 優 占 種 と み

ら れ る 。 エ ビ ・ ガ ニ 矧 ， タ コ 類 お よ び 巻 貝 顫 等 の

有 用 魚ll は ， 前 紀 の ３ 種 に 比 べ 分 布 密 度 は 低 い 。

こ の 他 ， 魚 類 で キ ａ ウ リ ェ ソMal ・dj ・,s 鈿 黝･･i-

ごllｓ の 分 布 が ， 潜 航 海 域 の 中iM 及 び 応 層 で 多 数 視

認 さ れ ， そ の 分 布 密 度 は 商 い も の と 推 察 さ れ た 。

こ の 海 域 の キ ュ ウ リ ェ ソ の 分 布 に つ い て は ， 魚 群

探 知 機 に 記 録 さ れ る 魚 辟 映 像 か ら ， 本 秡 は 日 没 時

に 深 旭 か ら 表 層 に 移 助 す る 顕 著 な 日 周 期 活 助 を 行

い ， 生, 皀 水 温 は0 －27‘C と 広 範 囲 に 及 ぶ が ， 夕

刻 の 浮 上 時 を 除 く と 一 般 的 に は 坐 息 水 深100 －

200m ， 水 温5 ～17‘C の 範 囲 に 多 く 分 布 す る こ と

が 報 告 さ れ て い るCJII 口 ，1976) 。 鯛 査 海 域 で 採

集 さ れ た キ ュ ウIJ エ ソ の 体 長 組 成 を 図 ４ に 示 し

た 。 体 長 は39.4 ～55. 】ｍ１１の 範 囲 で ， 平 均 体 長 は

4?｡91=1=3.39mll で あ っ た 。 体 長42.0 ～47.8mm の

個 体 は ， 大 型 の 卵 を も つ 成 黙 個 体 で あ る こ と か 細

ら れ て い る{illl 山 ，197U 。 こ の こ と か ら 今 回 の

調 在 で 視 認 さ れ た 鯏 体 は ， 成 魚 で あ る と 推 察 さ れ

る 。

ｔ

』

Ｂｏｄy･le哺th gmm ）

図 ４　 キュウリエ ソの体長組成

Fig. 4　Sixe distribution of  Pearlsides

（ＭａrQI･･ｃ｡１yａ芦･ic･,１ ）

潜航海域で視認された海底の大型表在助物群集

の中で，イソギンチャク類。ヒトデ顫およびヤド

カリ類等は。同一空祠内に高い密度で生息してい

るクモヒトデ顛と生活しているが。異秡を捕食す

るような競争はないと推察された。

潜航海域の代表的な出現種の分布性状は以下の

とおりである。

クモヒトデ 砂｡: 本種は全域に分布する代表的

な優占稙である。個体組成を図５に示したが，鋺

長は70.9-125.4mra の範囲で平均腕長94.85 ±

11.ｄ ｍ。， 盤径 は12.3  ― 22.6・ｍ で 平 均 盤 径

】7.9612.05,11mで，大部分は大型佃体で占めら

れている。分布の様子は，写真１にみられるよう

に平而的に，ほぽ均一に配列するが各個体（腕）

が重なることはない。分布密度は，個体測定，分

布の写真記録および目視観察の結果から，１平方

メートル当たり25佃体以上と試算された。

生息状況は，底泥に埋没している個体も観察さ

れたが，通常は底泥表・ に爲出し酵止している。

移島は，匍匐で前方向の腕を伸ばし両撰の腕を弯

八rm length Clml り

側 Ｓ　 ク モ ヒ ト デ 枦. の 腕 長 組 成

Fig.  5　Si*e distribution of Brittle star

（０μ111･Ｍｊａ 畩 ）
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廁 させ前 逃 す る様 子 が観 察 さ れ た。海底 直上 を遊

泳す る キ ュウ リェ ソ を捕 食す る柳 子を写 真 ２に示

し た。

イソ ギ ンチ ャ ク ゆ。（フ ウ セ ン イ ソ ギ ンチ ャク

ｙldil･・s勿ｌａ ｃａ心 ゆ1冖 ） ： 本 秡 は ， 単 体 。数 個 体

ま たは それ 以 上の個 体 が 集 まり ， 人工啀 ， ロ ープ

お よび木 片邨 の海底 の 固 形物に 付 着 し てい る が。

人工 礁に刮･着 する個 体 が多 く 観察 され た。 平 坦な

底 泥 には単 体 で生息 し ている か 。 その数 は極 めて

少 ない 。 人工 礁 の側 近 で キュ ウ リェ ソ を捕 食 する

個 体 が喘 察 された。 ま た側近に ズ ワイガニ が 甲殻

の 後縁 部 を接 す る姿 勢 で 定座 し てい るの が 観 察 さ

れ た。

ヤ ドカ リ 卵｡: 潜 航 海 域に 広 く分布 し ている が ，

ク モヒ ト デ 砂｡ に 比 べ 分布 密 度 は 低 い 。 し か し人

工悒 の周辺 で若 干多 くな る傾向 が観 察 され た。 ほ

と ん どの個 体 は ，エ ッチ ａウ バ イの殼 を利 用 して

い る こと が視 忍 さ れた 。

ダ ーリ ア イソギ ンチ ャク ：本覩 の分布 密 度 は極

め て低 い が。 大 型の イソギ ンチ ャクで （囗盤 の直

径 は200mm を こ え ゐ。 内 田，1981 ， 新 日 本 艶 物

図 鑑 ）。 単 体 で底 泥 上 に 定座 してい る 。多 く の場

合 側 近に ズ ワ イガニ の 幼 型お よ び雌 が筬 察 され，

ズワ イガニ の甲 殻の 筱隸 部を接 し前向 きの 姿 勢で

定 座 し’,:い る 。

キ ュ ウ リェ ソ ：本 秡 の出 現 は， 水 繰30 ～150 ●

の 中 居 に 単 体 で 遊 泳 する 個 体 が 和 に 観 察 さ れた

が。 水深ISOm 付 近 から多 くみ られ ，200m 以 深 か

ら 海 底 付近 の底 層で 最 も多 く 観 察 され た。 遊 泳す

る 個 体 の遊 泳 方向 は まち まち で ， 回遊性 魚 類 でみ

ら れる よ うな 濃 密群 で 郢 行動 を と るこ とは ない も

の と推 察 さ れ た。潜 航 海域 では ，底 眉 を遊 泳 する

も の， 海底 付 近 ｛戚 上｝ を遊 泳 す るも の， お よ び

節 止 状 態 で底 泥 を突 つ くもの とに 分け るこ とがで

きる 。 この うち ，単 体 で 底泥 を 奕 つく 群 れが クモ

ヒ ト デ 祁｡ に 捕 食 さ れ る光 景 が，潜 航 海域 の 広い

範 跚 で数多 く俔 認 され た 。細 食 の様 子は 写 裏 ２で

述 べ たが， ク モヒ ト デ類 が違 泳中 のキj･ ウ リェ ソ

を捕 食する 行 動 は， 今 回 の潜 航調 査で 初 め て視認

さ れ た情報 であ る。 ま たクモ ヒ ト デ顧 が 魚類 とI同

じ餌 を捕 食す る こ とか 知 られ た こ とは新 しい 知見

で あ る 。

キ ュ ウ リェ ソ を捕 食 す る魚 種 と し て， ス ケ トウ

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH 【199j 】

ダラ（西村，1958）｡スルメイカ 哨l山，1965）

およびズワイガニ（安田，1967）等が知られてい

るか，本瞿の生活域は広範囲で，分布密度ｶｆ高い

ことから，上記以外の底魚顫にとっても重要な餌

科生物であることは容易に顫筱される。とくに本

種が，鏐海底で待ち伏せ様式で摂食する肉食性，

または腐食性艶物の餌として，食物連鎖の底辺を

支える重要な位置を占めるものと考えられる。キ

ュウリエソ→クモヒトデ→ズワイガニ，キＸウリ

エソーズワイガニの捕食系列は，捕食者の卵及ぴ

幼生周に。 キュウリエソが捕食者になることが想

定される。海底でキュウリエソを捕食する動物

は，クモとトデ顫のほか魚顫，エピ・ガニ逎，イ

カ ータコ類および巻貝類等の有用魚種があげられ

る。キュウリエソを中心とした底生生物群集の食

物関係は，複雑多岐に亘ることが類推され，人工

苞の設置によるズワイガニの増殖効果を検肘する

上で，保護区域の解鳳境の面から重要な意昧をも

つものと推察される。

今回の潜航綱査は，深海の泥質域に設置された

人工礁の状況，ズワイガニおよびこれと生活坡を

共にする大型表在勤物の生息状況を，目視で直接

観察した。その結果，沈般後の人工礁の性状，小

型採泥器等の採集では得られない底生生物群集に

関する貴重な情報ｶｑ9られた。潜航調査は，これ

らの情報に闊迦する現象を直接観察するための有

効な手段であることが示唆された。生物の生態観

察は。偶然的な要素があると考えられる。さらに

嗣査を継続し，未だ多くの|司廻が残されている人

工礁設置によるズワイガニの増殖効果を明らかに

する必要がある。

終わりに，今回のi聲航調査に当たり，調査の機

会を与えていただいた海洋科学技衛センターの皆

卻に厚くお礼を巾し上げる。また多大のご支援と

ご協力をいただいた『しんかい20 00』の段野洲製

司令，第50?溜航の鈴木晋一船長。赤澤兇文船長

ili佐をはじめ連航チームの方々，及び「なつ し

ま」の越智貞已船長以下乗IL員の方々に深く感謝

する。
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写 真 １　 海 底 の クモ ヒ ト デ 枦．

巻 貝 は エ ッチ ａ ウ バ イ

Ｐｈｏtｏ- １　 Ａ brittle star （Ｑ助i｡roidca  $f>.)・ｎtheboI-

Iom 6f the ｓｅａ.

Ａ ｓnail iS a,Γαi｡ton  slrialissimitm.

写 真 ２　 ク モ ヒ ト デ 砂. に よ る キ ュ ウ リ ェ ソ の 捕 食

キ ュ ウ リ ェ ソlj ， 海 底 直 上 を ゆ る や か に 避 泳

し な が ら 海 底 の 泥 を 突 つ く 動 作 を す る ． こ の

時 ， 底 泥 の 表 面 に 爲 出 し て い る ク モ ヒ ト デ

碵. が 腕 を 魚 体 に 絡 ま せ 鋪 ら え る ． キ ュ ウ リ

ェ ソ が 静 止 状 態 に な る と ， 直 ち に 敷 個 の ク モ

ヒ ト デ 祁. が 冐1集 し ， 魚 体 を 押 さ え 捕 食 を 柮

め るC 水 深226 －2Z7 ｓ) 。

Phol χ).2　Predation  of ａ Pearlsides by brittle st ａr

(０帥illｓ洫 ｌ tf.)  .

The pearlsides ｓlowly ｓｗａ黠 ｉｍｍｅｄｉａteiy

above lhe bcllom 01 the sea ｗhile pecking

the sea-bed mud. Then lhe brittle star･ ｓ ｏｎ

the s ●rlace of lhe sen-bed 鯲ｕd exle ●ded

thei 】･al･篦s and ihus capl ●red lhe fish-

Wh 印lhe pell･Isides stopped, se ｖｅral brit･

tie  stars came t ｑge4her and preyed the fish

(deplh:226 ～22XljJ.
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